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紙とデジタルで学びがアップデート!

2
特色

授業のレディネスチェックとして、予習のた
めの課題としても活用できます。

導入クリップ（動画）

イラストなどを拡大して見ることができるので、導入
の活動にスムーズに取り組むことができます。

D-ZOOM

１時間の授業のまとめとして、学習のふり返りとして
活用できます。入力した解答は画像で保存できます。

チェック＆トライ

自分の言葉で用語を説明したり、図解で整理することで知識を
確認できます。

確かめよう（知識の確認）

端末を使って自らの考えを入力し、思考ツールで考えを整理すること
ができます。

深めよう（まとめの活動）

インタビュー動画やNHK for school
など、授業で活用できる短時間の動画
を多数用意しました。
全て自社サーバーからの配信なので
継続してアクセスでき、安心して活用
できます。

D-MOVE（動画）

教科書に出てくる用語の詳しい解説を
確認することができます。
公民の用語だけでなく、地理・歴史の
用語も見ることができます。

社会科用語マスター

学びのシーンに合った
便利なQRコンテンツが
用意されているのじゃな

導入・展開・まとめの学習段階に応じて
最適なコンテンツを用意しました。
生徒の 個別最適な学び や 協働的な学びを支えます。

学習内容をイメージで
きる「導入クリップ」や、
導入の活動に役立つ

「D-ZOOM」など、学
習の入口で役立つコン
テンツを用意しました。

本文ページでは、スキル・
アップの解説やNHK for 
School等の動画、シミュ
レーションなどのコンテ
ンツを用意しました。

まとめページでは、学習
のふり返りや思考の整理
に活用できる思考ツール
などを用意しました。

p.129～131

p.152～153

p.176、178

QRコンテンツは
こちら

QRコンテンツは
こちら

QRコンテンツは
こちら

さまざまなシーンに最適なQRコンテンツ

＊教科書の使用期間を想定しています。
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多彩なQRコンテンツで学びをサポート2
特色 右のコードから実際のコンテンツを見てみましょう！

学習の入口に活用できる動画コンテン
ツです。これからの学習をイメージす
ることができます。

導入クリップ（動画）

毎時間の「チェック＆トライ」の問いに
解答を入力できるコンテンツです。解
答は画像で保存できます。

チェック＆トライ

技能習得コーナー「スキル・アップ」を
動画で解説するコンテンツです。

なるほど！
スキル・アップ（動画）

技能が身に付いたか、シミュレーショ
ンでくり返し確認できるコンテンツです。

やってみよう！
スキル・アップ

社会科（地理・歴史・公民）で学習す
る用語の詳しい解説を見ることができ
ます。関連用語もワンクリックで確認
でき、教科書の編集委員監修なので、
安心して活用できます。

社会科用語
マスター

「NHK for school」を中心に、授業中
に使える動画を用意しました。全て自
社サーバーからの配信なので継続して
アクセスでき、安心して活用できます。

D-MOVE（動画）

教科書に掲載の画像を拡大して見るこ
とができます。

D-ZOOM

My Globe

拡大・縮小や回転といった操作が簡単
かつ自在にできるデジタル地球儀です。

QRコードにアクセスするだけで、教科
書の記述に関連した法令等を確認する
ことができます。

参考法令集

導入の活動やまとめの活動など、自分
の考えをまとめたり深めたりするのに
役立つ思考ツールを多数用意していま
す。

思考ツールを使った節単位のスモール
ステップで、探究課題の解決へスムー
ズに導きます。

活動ツール
探究のステップ

公民学習に関連したウェブサイトのリ
ンク集です。関係機関や統計資料など
を生徒が自分で調べるのに役立ちます。

公民の学習に
役立つリンク集

学習した用語を理解できたか確かめる
ことができるコンテンツです。

活動ツール
ワードチェック

ワンクリックで簡単に色を塗ったり消
したりできる白地図です。世界地図と
日本地図があります。

白地図をぬってみよう
（世界・日本）

D-MOVEの例

紙とデジタルで学びがアップデート! 紙面上はこのマークが目印！

★イチオシ ★イチオシ

★イチオシ

★イチオシ

●  日本国憲法
●  大日本帝国憲法
●  フランス人権宣言
●  民法
●  こども基本法
●  同和対策審議会答申
●  人権教育・ 

啓発推進法
●  アイヌ民族支援法
●  男女雇用機会均等法
●  男女共同参画社会 

基本法
●  育児・介護休業法
●  障害者基本法
●  教育基本法
●  環境基本法
●  情報公開法

●  地方自治法
●  製造物責任法
●  消費者基本法
●  労働基準法
●  労働組合法
●  独占禁止法
●  老人福祉法
●  日米安全保障条約
●  子どもの権利条約
●  世界人権宣言
●  国際人権規約
●  人種差別撤廃条約
●  女子差別撤廃条約
●  国際連合憲章
●  持続可能な開発のため

の2030アジェンダ

●  思考ツールの使い方
●  情報化とは
●  沖縄の文化を守る取り組み
●  アイヌ民族の伝統的な舞踊
●  日本国憲法とは
●  新しい人権
●  マスメディアと世論
●  国会
●  内閣総理大臣の指名
●  内閣の仕事とは

●  裁判員制度
●  地方自治とは
●  契約と消費者問題
●  株式会社の仕組み
●  外国為替（円高・円安）
●  社会保障制度とは
●  領土・領海・領空
●  地球環境の悪化
●  聖地エルサレム
●  米軍基地と沖縄

参考法令集一覧

※コンテンツの画面は開発中のものを含みます。

＊教科書の使用期間を想定しています。

活動ツール
思考ツール

内容 コンテンツ数
動画 （ NHK for school、導入 clip、

なるほど！スキル・アップを含む） 68

チェック＆トライ 76

思考ツール 33

ワークシート 20

他分野・他教科リンク 24

D-ZOOM 7

参考法令集 1

社会科用語マスター 1

その他 102

合計 332

■  教科書からアクセスできるQRコンテンツ

20 21
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一人一人の資質・能力を育てる工夫3
特色

新 設
NEW

「18歳へのステップ」

主権者意識を高め、
主体的に社会に参画する態度を養う

「スキル・アップ」
公民の学習に必要な技能を確実に定着させる

3年後、18歳になり成年として主体的に社
会参画するための準備として「18歳へのス
テップ」を設けました。生徒の興味関心を
高める身近で具体的な場面から、憲法・政
治・経済をとらえ、主権者意識・消費者意
識の醸成を促します。

「みんなでチャレンジ」
対話的な活動で学びを深める

学習のさまざまな場面で対話的な活動を促すコーナーです。
対話から他者の意見を取り入れ、自分の意見を調整していく
ことで、主体的に学習に取り組む態度を養います。

「見方・考え方マーク」
学びを深める

見方・考え方を働かせる活動には「見方・考え方マーク」
とその例を付しています。見方・考え方を効果的に働かせ
ることで、より深い学びにつながります。

公民の学習に欠かせない技能を身に付けるコーナーで
す。 のアイコンがあるスキル・アップでは、QRコン
テンツ「なるほど！ スキル・アップ」（動画）や「やって
みよう！ スキル・アップ」（シミュレーション）をご用意。
動画を見て端末を操作することで楽しく技能を身に付
けられます。

●  ｢スキル・アップ」に関連するQRコンテンツ 
動画 17か所 
シミュレーション 3か所

p.60〜61　「18歳でできること、20歳でできること」

p.138〜139　「契約と支払い方法のあれこれ」

p.84

p.174
p.90〜91　「選挙の流れ」

p.53　みんなでチャレンジ「インクルージョンについて考えよう」

p.83　スキル・アップ2
選挙シミュレーション

インクルージョンについて考えようみんなでチャレンジ

5

10

15

20 

共生社会をめざして

共生社会の実現のために私たちに求められることを「個
人の尊重」の観点から説明しましょう。

トライ

す。性は個人の生き方そのものに関わる問題であり、性の意識

のちがいによって差別することは許されません。性の意識によ

らず、すべての人が平等に生きる社会を目指す必要があります。

	 障がいがあっても教育や就職の面で不自由

なく生活できるといったインクルージョン

の実現が求められています。例えば、公共の交通機関や建物で

は、障がいのある人々も利用しやすいように、段差をなくすと

いったバリアフリー化が進められています。

　障がいのある人の自立と社会参画の支
し

援
え ん

を目的として障害者

基本法が制定され、さらに2013年には、差別を禁止する障害者

差別解消法も制定されました。障がいや精神的な病気のある

人々への差別もなくさなければなりません。

	 日本で暮らす外国人の数は増えており、

2021年現在、日本の人口の約2.2％をしめま

す。特に、中
ちゅう

国
ご く

やベトナム、フィリピンなどのアジアから来る

人々や、ブラジルなど南アメリカから来る日系人が増えていま

す。日本社会に新たに加わるこうした人々も、不当な不利益や

差別を受けないようにしなければなりません。また、教育や社

会保障などの面で、言葉や文化のちがいに対して配慮すること

も必要です。

1

障がいのある人
への理解

5

❸

近年増加する在日
外国人への理解

p.11 9

6

　インクルージョンとは、さまざまなち
がいを認め、関わる全ての人が参加して
支え合うことを指します。そのためには、
バリアフリー＊の取り組みも重要です。
⑴�右のイラストで、バリアフリーになっ
ているところはどこか、読み取りまし
ょう。

⑵�インクルーシブな社会を実現するた
めに私たちは何に気を付けなくては
いけないか、右のイラストを参考にグ
ループで話し合いましょう。

⑶�校内や学校周辺で、改善すべきところ
を探し、校内案内図や地図などに記入
しましょう。

＊	障がいのある人や高
こう
齢
れい
者などが、社会の中で

安全・快適に暮らせるよう、身体的、精神的、
社会的な障

しょう
壁
へき
（バリア）を取り除こうという

考え。

❸この法律は、国や地方公共団体、企
き

業
ぎょう

に、障がい
者に対する「合理的配

はい

慮
りょ

」を求めています。合理的配
慮とは、障がいのある人から、何かの対応をしてほ
しいと伝えられたときに、負担が大きすぎない範

はん

囲
い

で対応や努力をすることです。

6 日本語学級で学ぶ外国人（東京都葛
かつ

飾
しか

区　2017年）

5 通勤する人に付きそう盲
もう

導
どう

犬（埼玉県所
ところ

沢
ざわ

市　2020
年）　法律の定めによって、公共施

し

設
せつ

や店
てん

舗
ぽ

は、盲導
犬などの補助犬の同

どう

伴
はん

を拒
きょ

否
ひ

できません。

53

個
人
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法

２
章

知的財産権もっと解説

　著作物（文章や写真、映像、音楽など）
に関する権利である著作権や、商標（商品
名など）、特許、意

い

匠
しょう

（デザイン）などに関
する権利を、知的財産権とよびます。情
報化が進む中で、アイディアを盗

とう

用
よう

する
などの権利侵

しん

害
がい

が増えており、知的財産
権の重要性は増しています。特にインタ
ーネットを利用する場合は、知的財産を
創りだした人の権利や利益を尊重しなけ
ればなりません。

情報
技術

人権
平和

プライバシーの権利と表現の自由について考えようみんなでチャレンジ

　右の例を読んで、「個人の尊重」の観点から、プライバ
シーの権利と表現の自由（日本国憲法第21条）との関係に
ついて考えましょう。
⑴�右下の「Ａに関する情報」のうち、本に掲

けい

載
さい

しても許さ
れるのはどれか、理由もふくめて考えましょう。
⑵��⑴について、グループの中で意見交

こう

換
かん

をしましょう。
さらに、本に掲載しても許される情報と許されない情
報とのちがいについて話し合いましょう。
⑶�情報を掲載される人物が、有名タレントのＡではなく、
一
いっ

般
ぱん

人であるＡの恋
こい

人
びと

の場合は、掲載しても許される
情報と許されない情報が変わるか、グループで話し合
いましょう。
⑷�プライバシーの権利よりも表現の自由が優先される場
合について、例を挙げながら、グループで話し合いま
しょう。

5

10

15

知る権利と、知られない権利と

インターネットの発達による人権上の課題について、
「個人の尊重」の観点から説明しましょう。

トライ

自分の顔などを勝手に撮
さ つ

影
え い

されたり、その写真や映像を公表さ

れたりしないという肖
しょう

像
ぞ う

権も、その一つです。

　また、情報化の進展によって、住所や電話番号、病歴や信
し ん

仰
こ う

する宗教などの、他人に知られたくない個人的な情報が、知ら

ない間に収集され、利用されることがあります。そこで、国や

地方、民間の情報管理者に、こうした個人情報を厳重に管理す

ることを義務付ける、個人情報保護制度が設けられています。

	 近年では、インターネットの発達によって、

だれもが簡単に情報を発信できるようにな

りました。また、国や地方に集まる情報を手に入れることも簡

単になり、知る権利の保障に役立っています。

　一方で、インターネット上にプライバシーの権利などを侵
し ん

害
が い

する違
い

法
ほ う

な情報が流出する例も増えています。インターネット

では自分の名前を明かさずに情報を発信できるため、他人の名
め い

誉
よ

を傷つけたり、人種や民族で差別したりする、許されない違

法表現も見られます。また、情報を簡単に複製できる反面、元

の情報の提供者が持つ著作権などの権利が十分に保護されない

といった問題も生まれています。インターネットを利用する際

には、他者の権利を害さないように注意する必要があります。

5

インターネットと
人権

p.15

2  3

p.59

1

個人
尊重

例 　有名タレントＡの私生活の情報を掲載
した本が出版されることになりました。

　Ａは「プライバシーの権利の侵
しん

害
がい

であ
る」として、本の出版の差し止めを裁判所
に求めました。これに対して出版社は、「本
の出版は表現の自由である」と反論しまし
た。

タレントＡの住所は
東京都○○区……

●Ａに関する情報

・名前
・血液型
・星座
・本人の顔写真

・Ａの家族の顔写真
・Ａが飼っている犬の写真
・自宅の住所
・メールアドレス

・出身学校名
・Ａがよく行く店の名前
・Ａの友達の名前
・自宅の電話番号

社会の安全のために使われる防犯カメラの設
置に賛

さん

成
せい

か反対か、プライバシーの権利という
「個人の尊重」の観点をふまえて考えましょう。

個人
尊重

5 電車内に設置された防犯カメラ（東京都品
しな

川
がわ

区　
2018年）
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動画で学んで、
自分で端末を使ってみる

生徒一人一人と社会がつながる教科書 まさに
個別最適じゃなイカ！

リニューアル

計30か所

計9か所

リニューアル

新 設
NEW

「もっと解説」
重要な用語を丁寧に解説

難しい用語を理解できるように、詳しく解説するコーナー
を新設しました。

　石川県能
の

登
と

町
ちょう

は、地域に特有の資源を生かして活性化に取
り組み、成功した地方公共団体の一つです。
　10年後には農家が半減するという、過

か

疎
そ

化への危機感から、
地元の会社員や移住者などが「春

しゅん

蘭
らん

の里実行委員会」を立ち上
げ、「農

のう

泊
はく

事業」を始めました。農泊とは、農村に滞在する旅
行のことで、農村の農家や古民家に宿

しゅく

泊
はく

して、日本の伝統的
な生活体験や農村の人々との交流を通して、その土地の魅

み

力
りょく

を楽しみます。
　1997（平成９）年の開始当時は１軒

けん

だった農泊施
し

設
せつ

は、現在
では50軒近くになっており、年間30人程度だった旅行者数も、
年間でのべ１万2000人をこえるまでになりました。旅行者は
国内のみならず、中国やイスラエル、タイ、欧

おう

米
べい

など、世界
中のさまざまな地域から訪

おとず

れています。

　このように成功した要因には、地域の魅力を出すために、
「宿泊客は１日１グループに限る」「輪

わ

島
じま

塗
ぬり

の食器を使う」「山
菜や川魚など地元の食材を使う」「化学調味料を使わない」と
いった統一された考え方がありました。
　こうした農泊は、2016年に政府が発表した「明日の日本を
支える観光ビジョン」でも推進され、農山漁村振

しん

興
こう

交付金とい
う補助金の制度などが導入されました。現在では農泊地域は
累計で600近くを数え（2021年現在）、取り組みはさらに広が
っています。新型コロナウイルス感

かん

染
せん

症
しょう

の流行で、一時は観
光客数は減少しましたが、現在は徐々に回復しており、地域
の活性化がよりいっそう進むよう、取り組みや支援が行われ
ています。

農泊で限界集落に観光客を呼びこむ個人のより良い暮らし

より良い暮らしを
持続可能にするために必要な要素

健康・医療
ワーク・ライフ・バランス
教育・技能
人々のつながり
市民参加
環境
暮らしの安全
生活満足度

所得・財産
雇用
住宅

暮らしの質 物質的な豊かさ
い

こ よう

りょう

かん きょう

自然の豊かさ
経済の豊かさ

個人の知識や能力の豊かさ
人々のつながりの豊かさ

従来の指標：
国内総生産
（GDP）

	 これまでは、国内総生産（GDP）の伸びで

表される経済成長を通じて、雇
こ

用
よ う

や人々の

収入を増やすことが重視されてきました。しかし、グローバル

化で競争が激しくなると、先進工業国でも貧
ひ ん

困
こ ん

や格差が大きな

問題になり、「真の豊かさ」とは何かが問い直されています。

　さらに、これまでの経済成長の過程で、CO2をはじめとする

温室効果ガスが大量に排
は い

出
しゅつ

された結果、地球の平均気温が上
じょう

昇
しょう

し、世界各地で自然災害や農作物被
ひ

害
が い

などが生じる気候変動

（地球温暖化）問題が深刻になっています。

　地球温暖化を防ぐため、日本を含む先進工業国は、2050年ま

でに脱炭素化（カーボンニュートラル）といって、温室効果ガス

の排出を実質的にゼロにすることが求められています。そのた

めには、これまで化石燃料に依存してきた私たちの社会の生産

や消費のあり方を、根本的に見直す必要があります。

	 日本が直面している大きな課題は、これか

ら予想される急速な人口減少です。人口の

減少は、日本各地の地域経済や、財政を縮小させます。将来的

経済成長と
豊かさ

1  2  3

p.198

地域の
持続可能な発展

に地方公共団体が消
しょう

滅
め つ

する可能性も指
し

摘
て き

されており、日本の地

域の持続可能性が危機をむかえています。高度経済成長の時期

に造られた道路や水道などの社会資本は古くなっており、造り

直しが必要ですが、財政の衰
す い

退
た い

で費用的に難しくなっています。

　こうした課題への対応策としてコンパクトシティという考え

方が提唱されています。これは、都市の中心にある市街地や、鉄

道などの駅がある地域に、住宅地や病院、図書館などの社会資

本を集め、効率的に利用する考え方です。人口密度が高まり、都

市の活力が維
い

持
じ

できます。また、自動車の利用が減り、排
は い

気
き

ガ

スやCO2の排出が減るという利点もあります。

　このように、地域を脱炭素化しながら発展させていくことも

重要です。省エネや再生可能エネルギー事業に投資することで、

地域のCO2の排出を減らしながら所得や雇用を増やし、労働生

産性を高める試みも広がりつつあります。

　人口減少の影
え い

響
きょう

は、負の側面だけではありません。都市の過

密問題を和
や わ

らげ、広い家に住んだり、自然の中で健康的に生活

したりすることができるようになる可能性もあります。人口減

少や脱炭素化という課題の克服を、より豊かで安全なまちづく

りのきっかけとする発想が求められます。そのためには、その

地域に暮らす住民が、その地域の将来についての議論に参加し

て、合意した内容に積極的に取り組むことが重要です。

6

4

5  7

学習課題
経済成長と真の豊かさとは
どうあるべきなのでしょうか。
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2 主な国の「より良い暮らし指標」（	経済協力開発機構資料）
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1 主な国の一人あたり国内総生産（GDP）（	世界銀行資料）

3「より良い暮らし指標」の考え方　「よ
り良い暮らし指標」は経済協力開発機
構（OECD  ）が作成した「豊かさ」に関
する指標で、「健康・医

い

療
りょう

」「環
かん

境
きょう

」「雇
こ

用
よう

」など11の項
こう

目
もく

を基
もと

に算出されます。

国内総生産（GDP）もっと解説

　国内総生産（GDP）は、ある国や地域の
中で一定期間に生産された、財やサービ
スの付加価値の合計です。似た指標に国
民総所得（GNI）がありますが、これは、そ
の国や地域の内外にかかわらず、国民や
住民が一定期間に得た所得の合計です。
国民総生産（GNP）もGNIとほぼ同じ指
標です。

4 一人あたりの１年間の労働生産性（ ）

（	OECD資料）　
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経済の持続可能性と
真の豊かさ

どこを目指す？ これからの社会2

これからの社会に必要な「豊かさ」について、自分の考
えを説明しましょう。

トライ
より良い暮らし指標にあるような「豊かさの基準」とは
何かを、 3  を参考に書きましょう。

チェック

7 高校生が経営するレストラン（三重県多
た

気
き

町
ちょう

）　部活
動の一

いっ

環
かん

として、地元の食材を活用して運営してお
り、地域の活性化に貢

こう

献
けん

しています。

用語
チェック&トライ

1  と 2  とで国の順
位がちがう理由を考
えましょう。

探究のステップに
取り組もう  p.177

5 輪
わ

島
じま

塗
ぬり

の食器を使った農
のう

泊
はく

施
し

設
せつ

での食事（石川県
能
の

登
と

町
ちょう

　2015年）　

6 富山県富山市の中央市街地にある大型商業施設
（2021年）　目の前に路面電車の駅があり、上の階は
マンションになっています。

175174

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
経
済
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今と向き合い これからを考える教科書

p.115　未来にアクセス
「 自転車の安全な利用を目指して 

ー福岡市の自転車安全利用条例ー」

新 設
NEW

公民p.186〜187「領土をめぐる問題の現状」

地理「北方領土・竹島と尖閣諸島」 歴史「領土をめぐる問題の背景」

歴史

公民

地理

分野や教科の垣根をこえて
「これからの社会のあるべき姿」を考える

社会科の3分野や他教科でも扱う学習
内容には、分野関連と教科関連を示
す を示しました。
また、小学校社会科で学習した内容に
も 小学校を示し、小学校との関連を
図っています。

他分野や他教科の関連ページの教科書紙面がQRコードからアクセスできます！

コラム「未来にアクセス」
これからの社会をともに考える

持続可能な社会の実現に向けて、各地で
見られるさまざまな取り組みから考える
きっかけとなるコラム｢未来にアクセス」
を新設しました。

他教科との関連

地方議会が議決した予算を実行したり、地方公共団体の税金を

集めたりする仕事を担当します。なかには、首長が指導力を発

揮して、国の政治に先がけた政策や、ほかの地方公共団体には

見られない取り組みを行う例もあります。

　国では衆議院が内閣不信任の決議を行える一方、内閣が衆議

院を解散できるのと同様に、地方公共団体の議会と首長も、た

がいに抑
よ く

制
せ い

し合い、均
き ん

衡
こ う

を保っています。議会は、首長の不信

任決議を行うことができます。一方、首長は、議会が議決した

条例や予算を拒
き ょ

否
ひ

して審
し ん

議
ぎ

のやり直しを求めたり、不信任決議

を受けたときに議会を解散したりすることができます。

	 住民の身近な生活に深く関わる地方自治で

は、住民の意思を強く生かすために、選挙

で首長や地方議員を選ぶだけでなく、住民による直接民主制の

考え方を取り入れた直接請
せ い

求
きゅう

権が認められています。

　例えば、首長や議員を信用できず仕事を任せられないと判断

したら、住民は署名を集めて住民投票を求めることができます。

住民投票で過半数の賛成があれば、その首長や議員を辞
や

めさせ

たり議会を解散させたりするリコールができます。また、条例

を作ったり廃
は い

止
し

したりするように求めることもできます。

p.116

直接請求権

p.817

5

10

15

自転車の安全な利用を目指して―福岡市の自転車安全利用条例―

　自転車は気軽に利用でき、二酸化炭素を排
はい

出
しゅつ

しない、環
かん

境
きょう

に優
やさ

しい乗り物です。しかし、近年では、自転車が関係する
交通事故が増加しており、大きな課題になっています。これ
を受けて、2003年の東京都板

いた

橋
ばし

区に始まり、多くの市区町村
で自転車の安全利用についての条例が定められています。
　福岡市でも、2012年まで自転車の事故が年間3000件以上
も発生していました。なかでも自転車が歩行者と衝

しょう

突
とつ

する事
故が増加しており、自転車利用者のルールやマナーへの意識
の低さが課題になっていました。そこで、福岡市は、市民に
自転車を安全に利用してもらうために、「福岡市自転車の安全
利用に関する条例」を、2013年から施

し

行
こう

しました。
　この条例は全国で初めて、人通りが多く混雑する中心市街
地に「おし歩き推進区間」を設けることを定めました。おし歩
き推進区間では、指導員が巡

じゅん

回
かい

して自転車をおして歩くよう
指導しています。条例ではほかにも、自転車事故に備える保

険への加入の努力を
義務にしたり、中学
生以下の子どもにヘ
ルメットをかぶらせ
るよう保護者に求め
たりしています。自
転車の利用者のマナ
ーを向上させること
が目的のため、罰

ばっ

則
そく

はありません。
　こうした条例の制
定は、全国に広がっており、自転車が車道を安全に走行でき
るよう、自転車道などを設けている所もあります。

身近な地方公共団体では、どのような条例が定
められているか、調べましょう。

被選挙権
ひ

選挙権
市（区）町村長 18歳以上 25歳以上

都道府県の知事 18歳以上 30歳以上

都道府県・市（区）
町村議会の議員

18歳以上 25歳以上

さい

6 住民の選挙権、被選挙権

必要な署名 請求先
せい きゅう

条例の制定・
改廃の請求

（有権者の）
　　 以上 首長

監査請求

議会の解散請求
　　　　　　住民投票を行い、有効投票の過半
数の同意があれば解散する。

　　　　　　議会の議員・首長については、住民
投票を行い、有効投票の過半数の同意があれば
解職される。
有権者数が40万人をこえる場合は、40万人の　に、40万人をこえる人数の   
を足した数以上。有権者数が80万人をこえる場合は、40万人の　に、40万人
の　と80万人をこえる人数の　を足した数以上。

解職請求
　議員･首長
　副知事･副市（区）
　町村長、各委員

　 　以上

　 　以上＊

　 　以上＊

選挙管理委員会

選挙管理委員会
首長

監査委員
かん さ

かい しゅ ちょうはい

取りあつかい

取りあつかい

＊

1
50
1
3

1
3

1
3

1
31

6
1
8

1
6

1
50

7 住民の直接請求権

防災
安全

住む人の意思を、どう生かす？

地方自治での二元代表制の特徴を、国の政治とのちが
いに着目して説明しましょう。

トライ

5 自転車おし歩き推進区間の様子（福岡市　
2016年）
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現
代
の
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と
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会
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生徒一人一人と社会がつながる教科書
公民も！

歴史も！

地図帳も！

地理も！ 全部で
社会科じゃ

家庭

家庭
「エシカル消費」

p.214

p.14

p.36

p.126

巻頭1〜巻頭2

東京書籍が大切にしてきた「５つのテーマ」
「新編 新しい社会」は、現代的な諸課題の解決に主体的に取り組む態度を育成するために、
地理・歴史・公民の分野の枠をこえて貫く「５つのテーマ」を大切にしています。

本書p.34「現代的な諸課題と
教材の対照表」もご覧ください。

人権
平和

伝統
文化

情報
技術

防災
安全

p.202

環境
エネルギー

公民教科書 教科・分野 関連する学習内容

p.12 技術 情報モラル

p.20 道徳 花火と灯ろう流し

p.20 家庭 地域の食文化

p.118 理科 自然災害と地域のかかわりを学ぶ

p.126 理科 地震に備えるために

p.126 保健体育 自然災害による傷害の防止

p.138 家庭 消費者トラブルとその対策

p.172 家庭 エシカル消費

■   QRコードからアクセスできる他教科の紙面
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不要な陰影や⽴体感のあるデザインを
なくし、シンプルなデザインにしました。

学習に集中できる
フラットデザイン

教科書の全ての⽂字に、字形を
判別しやすく、読み間違えにく
いユニバーサルデザインフォン
ト(UDフォント)を採用しました。

全ての文字を
読みやすく

学習者用デジタル教科書では、⽂字の
⾊や大きさ、⾏間などを読みやすいよ
う調整したり、写真や図版などを拡大
したりすることができます。
また、本⽂を読み上げたり、総ルビ・
分かち書きで表示したりするなど、 
特別支援教育に対応しています。

本書p.29もご覧ください。QRコンテンツへの移⾏や学習内容の見直しなどによっ
て、教科書の総ページ数を16ページ削減し、約5.6%
の総重量の軽量化を実現しました。

重量負担への配慮

資料の掲載部分に薄い⾊を付けることで、本⽂との区別
を視覚的に分かりやすくしました。

資料掲載部分に背景色を⼊れて
本文部分との区別を明確に

●  専⾨家の助⾔をもとに⾊覚
特性の観点から紙面や図版
を見直し、カラーユニバーサ
ルデザインに全面的に対応
しました。

●   グラフや地図は、⾊覚特性の
ある生徒でも見分けられる⾊
の組み合わせを採用しました。

カラーユニバーサルデザインに全面対応

⾊覚特性による見え方の変化の例
（左：1型2⾊覚、右：3型2⾊覚）

誰一人取り残されない学びのために
生徒一人一人と社会がつながる教科書

一人一人にとって使いやすく学びやすい教科書であることを、東京書籍は大切にしています。
多様性に配慮し、誰一人取り残されない学びのために、あらゆる工夫をしています。

p.10〜11学習課題やタイトルの隣にQRコードを掲載。定位
置に置くことで、迷わずにいつでもQRコンテンツを
活用できます。

QRコードを定位置に掲載！

QRコンテンツは、本書p.20〜21をご覧ください。

新 設
NEW

26 27

3

特
色



大きく見直し、サポートを充実！

教師用指導書のご案内

105104 p.52

第3章 
探究課題

探究の
ステップ

裁判がより身近で公正なものになる
ための取り組みについて理解すると
ともに、裁判員制度や取り調べの可
視化が導入された理由について、個
人の尊重に着目して考察し、権力の
分立が必要な理由の一面を理解する。

「裁判官席はなぜ中央正面なのか」「被告人席と弁護人席
はなぜ近接しているのか」「被告人・弁護人席と検察官席
はなぜ対峙しているのか」といった問いかけによって、そ
れぞれの人物の役割について考えさせるとよい。また、傍
聴人席があることから、裁判は一部の事件を除いて原則
公開であることに気付かせたい。

公正な第三者機関である司法機関（裁判
所）の裁判官が令状を出すことで、手続き
の公正さを確保し、警察や検察官といっ
た捜査機関による権力の乱用を防いで自
由権を保障するため。

「自分が被害者の立場なら死刑にしてほ
しい」「どんなことがあっても人が人を殺
してはダメ」
学びを促すヒント
死刑制度について考えさせる際、生徒は
被害者の立場から感情的に論じることが
多い。加害者の立場の資料を補足して示
し、思考を揺さぶるとよい。

　裁判官：有罪・無罪を決め、刑罰を言いわ
たす／検察官：証拠を提出して犯罪を証明す
る／弁護人：訴えられた人を弁護する　など

　基本的人権／自由権／罪刑法定主義に基
づき裁判を受ける権利／黙秘権／弁護人を
たのむ権利／公平で速やかな公開された裁
判を受ける権利　など

●WEB 法廷の内部
　裁判所のウェブページへのリンク。
●参考法令集　被疑者・被告人の権利に
関わる日本国憲法を見てみよう
　日本国憲法「第3章 国民の権利及び義
務」の条文が確認できる。
●ワークシート みんなでチャレンジ
　 「死刑について考えよう」に取り組める

ワークシート。 

導 入

展 開

まとめ

3節：地方自治を発展させるために、
私たちに何ができるでしょうか。

平和な社会を築くために、私たちはどのように政治に関わるべきでしょうか。
1節：民主政治では、なぜ政治に参
加することが重要なのでしょうか。

2節：国の政治では、なぜ権力の分立が必要なのでしょうか。

解答例

解答例

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

1. 民事裁判
	 〈民事裁判〉…私人の間の争いの解決	　
	 原告（訴えた人）⇔被告（訴えられた人）　⇒和解・判決
2. 刑事裁判
	 〈刑事裁判〉…	犯罪行為の有罪・無罪の決定	

捜査・逮捕・取り調べ

警察
検察官

被疑者
↓
被告人←弁護人の助け

起訴⇨判決

私たちの人権を守るために、裁判にはどのような
仕組みがあるのでしょうか。

現
代
の
民
主
政
治
と
社
会

３
章

←裁判官の人数が奇数であることに着目させる。

裁判所がどの
ような事件を
扱うことが多
いか読み取ら
せる。　　→

↑民事裁判と刑事裁判の流
れの違いに着目させる。

↑被疑者・被告人が憲法上、
どのように保障されるか
注目させる。

↑逮捕される場合の手続きについて、
逮捕状から読み取らせる。

探究課題や探究のステップをふり返
りつつ、学習課題を確認する。

（3）

　 チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

↑バッジの形から、それぞれの職務の意味を考えさせる。

↑罪の重さの程度に従って、罰則が重
くなることに注目させる。

【社会科用語マスター】

【社会科用語マスター】

【社会科用語マスター】

本時のねらい

私たちの人権を守るために、裁判に
はどのような仕組みがあるのでしょ
うか。

学習課題

刑事裁判の仕組みをとらえる。（5）
犯罪行為に対して行われる裁判が刑
事裁判です。資料　で確認しましょう。5

T

資料 1 2 を題材に、本時の学習課題
をつかむ。

（1）

裁判にはどのような人が関わってい
るでしょうか。

T

裁判に関わっている人を確認する。（2）
裁判には、裁判官、弁護士、検察官
が参加しています。

T

刑事裁判における人権保障の重要性
をとらえる。

（6）

民事裁判と刑事裁判の違いは何か、
考えてみましょう。なぜ違いがある
のでしょうか。

T

えんぴつマークの問いに取り組む。（7）
令状を裁判官が出す理由を、「個人の
尊重」の見方・考え方を働かせて説明
しましょう。

T

民事裁判の仕組みをとらえる。（4）
私人の間の争いを解決するために行
われる裁判が民事裁判です。資料　
で確認しましょう。

5
T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

【WEB】
裁判所への
リンク↓

研究編へのリンク

（例）裁判には、裁判官や検察官、弁護士にそれぞれの役割があり、
公正な手続きによって被疑者・被告人の人権が保障される仕組み
になっている。

まとめ

個人の尊重

導入 まとめ

グループになって、 　「みんなでチャ
レンジ」に取り組む。

（8）

あなたは日本の死刑制度に賛成ですか、
反対ですか。その理由も考えましょう。

T

ほかの生徒の発表を聞き、死刑を支持
する意見と反対する意見を整理する。

（9）

3. 裁判と人権保障
	 ○被疑者・被告人の権利は憲法に基づき保障⇒えん罪を防ぐ
　・令状がなければ逮捕・捜索できない
　・拷問などによる自白は証拠にできない
　・黙秘権
　・弁護人を依頼する権利
　・無罪推定の原則　など

【チェック＆トライ】

↑【参考法令集】
条文が確認できる。

↑【みんなでチャレンジ】
ワークシート例が活用で
きる。

学
習
課
題
の
解
決

指導編（朱書）の紙面イメージ
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第3章 
探究課題

探究の
ステップ

裁判がより身近で公正なものになる
ための取り組みについて理解すると
ともに、裁判員制度や取り調べの可
視化が導入された理由について、個
人の尊重に着目して考察し、権力の
分立が必要な理由の一面を理解する。

「裁判官席はなぜ中央正面なのか」「被告人席と弁護人席
はなぜ近接しているのか」「被告人・弁護人席と検察官席
はなぜ対峙しているのか」といった問いかけによって、そ
れぞれの人物の役割について考えさせるとよい。また、傍
聴人席があることから、裁判は一部の事件を除いて原則
公開であることに気付かせたい。

公正な第三者機関である司法機関（裁判
所）の裁判官が令状を出すことで、手続き
の公正さを確保し、警察や検察官といっ
た捜査機関による権力の乱用を防いで自
由権を保障するため。

「自分が被害者の立場なら死刑にしてほ
しい」「どんなことがあっても人が人を殺
してはダメ」
学びを促すヒント
死刑制度について考えさせる際、生徒は
被害者の立場から感情的に論じることが
多い。加害者の立場の資料を補足して示
し、思考を揺さぶるとよい。

　裁判官：有罪・無罪を決め、刑罰を言いわ
たす／検察官：証拠を提出して犯罪を証明す
る／弁護人：訴えられた人を弁護する　など

　基本的人権／自由権／罪刑法定主義に基
づき裁判を受ける権利／黙秘権／弁護人を
たのむ権利／公平で速やかな公開された裁
判を受ける権利　など

●WEB 法廷の内部
　裁判所のウェブページへのリンク。
●参考法令集　被疑者・被告人の権利に
関わる日本国憲法を見てみよう
　日本国憲法「第3章 国民の権利及び義
務」の条文が確認できる。
●ワークシート みんなでチャレンジ
　 「死刑について考えよう」に取り組める

ワークシート。 

導 入

展 開

まとめ

3節：地方自治を発展させるために、
私たちに何ができるでしょうか。

平和な社会を築くために、私たちはどのように政治に関わるべきでしょうか。
1節：民主政治では、なぜ政治に参
加することが重要なのでしょうか。

2節：国の政治では、なぜ権力の分立が必要なのでしょうか。

解答例

解答例

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

1. 民事裁判
	 〈民事裁判〉…私人の間の争いの解決	　
	 原告（訴えた人）⇔被告（訴えられた人）　⇒和解・判決
2. 刑事裁判
	 〈刑事裁判〉…	犯罪行為の有罪・無罪の決定	

捜査・逮捕・取り調べ

警察
検察官

被疑者
↓
被告人←弁護人の助け

起訴⇨判決

私たちの人権を守るために、裁判にはどのような
仕組みがあるのでしょうか。

現
代
の
民
主
政
治
と
社
会

３
章

←裁判官の人数が奇数であることに着目させる。

裁判所がどの
ような事件を
扱うことが多
いか読み取ら
せる。　　→

↑民事裁判と刑事裁判の流
れの違いに着目させる。

↑被疑者・被告人が憲法上、
どのように保障されるか
注目させる。

↑逮捕される場合の手続きについて、
逮捕状から読み取らせる。

探究課題や探究のステップをふり返
りつつ、学習課題を確認する。

（3）

　 チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

↑バッジの形から、それぞれの職務の意味を考えさせる。

↑罪の重さの程度に従って、罰則が重
くなることに注目させる。

【社会科用語マスター】

【社会科用語マスター】

【社会科用語マスター】

本時のねらい

私たちの人権を守るために、裁判に
はどのような仕組みがあるのでしょ
うか。

学習課題

刑事裁判の仕組みをとらえる。（5）
犯罪行為に対して行われる裁判が刑
事裁判です。資料　で確認しましょう。5

T

資料 1 2 を題材に、本時の学習課題
をつかむ。

（1）

裁判にはどのような人が関わってい
るでしょうか。

T

裁判に関わっている人を確認する。（2）
裁判には、裁判官、弁護士、検察官
が参加しています。

T

刑事裁判における人権保障の重要性
をとらえる。

（6）

民事裁判と刑事裁判の違いは何か、
考えてみましょう。なぜ違いがある
のでしょうか。

T

えんぴつマークの問いに取り組む。（7）
令状を裁判官が出す理由を、「個人の
尊重」の見方・考え方を働かせて説明
しましょう。

T

民事裁判の仕組みをとらえる。（4）
私人の間の争いを解決するために行
われる裁判が民事裁判です。資料　
で確認しましょう。

5
T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

【WEB】
裁判所への
リンク↓

研究編へのリンク

（例）裁判には、裁判官や検察官、弁護士にそれぞれの役割があり、
公正な手続きによって被疑者・被告人の人権が保障される仕組み
になっている。

まとめ

個人の尊重

導入 まとめ

グループになって、 　「みんなでチャ
レンジ」に取り組む。

（8）

あなたは日本の死刑制度に賛成ですか、
反対ですか。その理由も考えましょう。

T

ほかの生徒の発表を聞き、死刑を支持
する意見と反対する意見を整理する。

（9）

3. 裁判と人権保障
	 ○被疑者・被告人の権利は憲法に基づき保障⇒えん罪を防ぐ
　・令状がなければ逮捕・捜索できない
　・拷問などによる自白は証拠にできない
　・黙秘権
　・弁護人を依頼する権利
　・無罪推定の原則　など

【チェック＆トライ】

↑【参考法令集】
条文が確認できる。

↑【みんなでチャレンジ】
ワークシート例が活用で
きる。

学
習
課
題
の
解
決

生 徒が 主 体とな
る学習活動に沿っ
て、教師の発問例
を示しています。

学習の流れ
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由権を保障するため。

「自分が被害者の立場なら死刑にしてほ
しい」「どんなことがあっても人が人を殺
してはダメ」
学びを促すヒント
死刑制度について考えさせる際、生徒は
被害者の立場から感情的に論じることが
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づき裁判を受ける権利／黙秘権／弁護人を
たのむ権利／公平で速やかな公開された裁
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　裁判所のウェブページへのリンク。
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平和な社会を築くために、私たちはどのように政治に関わるべきでしょうか。
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加することが重要なのでしょうか。

2節：国の政治では、なぜ権力の分立が必要なのでしょうか。
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３
章
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事裁判です。資料　で確認しましょう。5
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令状を裁判官が出す理由を、「個人の
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しましょう。

T

民事裁判の仕組みをとらえる。（4）
私人の間の争いを解決するために行
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で確認しましょう。
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本時の要点
学習課題
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裁判所への
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（例）裁判には、裁判官や検察官、弁護士にそれぞれの役割があり、
公正な手続きによって被疑者・被告人の人権が保障される仕組み
になっている。

まとめ

個人の尊重

導入 まとめ

グループになって、 　「みんなでチャ
レンジ」に取り組む。

（8）

あなたは日本の死刑制度に賛成ですか、
反対ですか。その理由も考えましょう。

T

ほかの生徒の発表を聞き、死刑を支持
する意見と反対する意見を整理する。

（9）

3. 裁判と人権保障
	 ○被疑者・被告人の権利は憲法に基づき保障⇒えん罪を防ぐ
　・令状がなければ逮捕・捜索できない
　・拷問などによる自白は証拠にできない
　・黙秘権
　・弁護人を依頼する権利
　・無罪推定の原則　など

【チェック＆トライ】

↑【参考法令集】
条文が確認できる。

↑【みんなでチャレンジ】
ワークシート例が活用で
きる。

学
習
課
題
の
解
決

単元を貫く問いを常に意識できるよう、探究課題を示しています。また、１時間ごと
の目標を示す「本時のねらい」と、「導入資料のねらい」を示しています。

探究課題・本時のねらい・導入資料のねらい

※Lentranceは、日本国、米国、及びその他の国における株式会社Lentranceの登録商標または商標です。

学習者用デジタル教科書

1 複数の教科書を一括管理 2 学習を支える便利な機能 3 特別支援教育への対応

東京書籍をはじめ複数の発行者などが採
用しているビューア「Lentrance Reader」
を用いています。さまざまな教科書を一括
管理でき、教科横断的な学習に便利です。

教科書に、ペンツールで自分の考えを書き
込んだり、ウェブ上の参考資料へのリンク
を貼り付けたりすることができます。また、
教科書のQRコードをクリックして連携す
るコンテンツを利用することができます。

文字の色や大きさ、行間などを読みやす
いよう調整したり、写真や図版などを拡
大したりすることができます。また、本文
を読み上げたり、総ルビ・分かち書き紙
面に切り替えることができるので、生徒
一人一人が自分の読みやすい教科書にカ
スタマイズできます。

指導編（朱書）を新規発行し、サポートを
大幅に充実させます。経験の浅い先生も
安心してご指導いただけます。

研究編 ●  教科書掲載資料の授業での活用方法や詳しい解説が分かります。
●  単元ごとの「問いの構造図」を掲載します。

● 指導編（朱書） ● 指導編（朱書）クラウド配信版 ● 研究編

● 指導書コンテンツライブラリー ● 指導者用デジタル教科書（教材）

教師用指導書ラインアップ（予定）

※ 本ページで紹介している製品は企画中のため、
内容・仕様が変更になる場合があります。

※Google、Google Workspace for Education は、Google LLC の商標です。
※Microsoft、Microsoft Teams は、マイクロソフトグループ企業の商標です。

そのほか、Google Workspace for Education や Microsoft 
Teams で利用できるコンテンツを配信予定です。
先生方の授業をサポートできるよう、コンテンツは随時更新して
いきます。

指導編（朱書） NEW

指導編（朱書）クラウド配信版 NEW

●  教科書の展開に沿って、学習の流れや本時の要点、
QRコンテンツの活用のポイントなどが分かります。

●   教科書と同じ表紙・体裁で、授業中にも活用できます。
●  端末で利用できるクラウド配信版を用意いたします。

校内フリーライセンスです。

指導書コンテンツライブラリー これまで教師用指導書付属DVD-ROMで提供していた
コンテンツをウェブサイトで配信いたします。

電子黒板を使用した指導に最適な掲示型教材です。写真や
グラフなど、教科書の「見せたいところ」をクリックするだけ
で提示でき、教科書のQRコンテンツなどにもリンクできます。

指導者用デジタル教科書（教材）の画面イメージ

●  マスク表示
　�生徒から引き出したい教科書の内容（既定）に、マスクを表示す
ることができます。

●  MY 教科書エディタ
　�教科書のテキスト、写真、図版などを自由に取りこんでレイアウ
トできるほか、テキストのアレンジやお持ちの写真データを貼り
付けて、オリジナルの教材を作ることができます。

●  指導者用オリジナルの図版コンテンツや動画コンテンツ
●  教科書のQRコンテンツ

〈主な搭載機能・コンテンツ〉

指導者用デジタル教科書
(教材) 教師用指導書同梱購入可能

〈配信予定コンテンツ〉
●  評価問題 ●  年間指導計画案　
●  「本時の要点」テキストデータ ●  ワークシート
●  教科書本文テキスト ●  教科書図版集　
●  総ルビ・分かち書きの教科書紙面 ●  白地図データ
●  指導書付属「My Globe」（デジタル地球儀）

総ルビ・分かち書きの教科書紙面（令和3年度 中学校「新しい社会 公民」）
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各種資料をこちらから
ダウンロードできます。

観点別特色一覧

教育基本法 第 2 条 『新編 新しい社会 公民』の内容の特色 教科書の該当箇所

第 5 号：
伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我
が国と郷土を愛するとと
もに、他国を尊重し、国
際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと。

●  全編を貫く５つのテーマの 1 つとして「伝統・文化」に関する題材を積極的に取り上げ、我が国の
伝統文化への理解を深めるとともに、他国の文化を尊重する意識や態度を養えるようにしました。 全体

●  第 1 章 2 節「私たちの生活と文化」では、文化の役割や伝統文化の継承、多様な文化の意義
を取り上げ、琉球文化やアイヌ文化などの日本の中の多様な文化にも触れることで、日本の伝
統文化の豊かさや、それを継承していくことの大切さ、新しい文化を創造する意義について理
解を深め、また、外国の文化を尊重する態度を養えるようにしました。

p.18-23 など

●  第 1 章の特設ページ「もっと知りたい！」では、日本の無形文化遺産を取り上げ、伝統行事が
地域の結び付きや世代を超えた絆を深める役割を果たしてきたことへの理解を深め、伝統文化
を尊重する態度を養えるようにしました。

p.36

●  第 2 章 2 節 1 項「平等権①」や特設ページ「もっと知りたい！」では、アイヌ文化の継承の取
り組みやアイヌ民族の社会的地位向上のための法律や取り組みなどに触れ、先住民族としての
権利を尊重し、人権保障を実現していく重要性を深く認識できるようにしました。

p.50-51、74-75

●  第 5 章 1 節 2 項「領土をめぐる問題の現状」では、我が国が抱える領土をめぐる問題について、
その歴史的背景や解決に向けた取り組みを丁寧に解説することで、問題を正しく理解し、国際平和
のために解決すべき課題であることを意識できるようにしました。

p.186-187

●  第 5 章 3 節 2 項「より良い地球社会を目指して」では、様々な宗教や世界遺産を取り上げ、文
化の多様性が地球社会を豊かにすることへの理解を深め、国際社会の一員として異文化への寛
容さを持ち、尊重する態度を養えるようにしました。

p.208-209

●  第 2 章 1 節 4 項「平和主義の意義と日本の役割」と第 5 章の特設ページ「もっと知りたい！」では、
琉球文化や沖縄にアメリカ軍基地が置かれることになった歴史的経緯、日本と世界の安全保障
について触れ、文化を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるようにしました。

p.47、215

教育基本法との対照表
教育基本法 第 2 条 『新編 新しい社会 公民』の内容の特色 教科書の該当箇所

第 1 号：
幅広い知識と教養を身に
付け、真理を求める態度
を養い、豊かな情操と道
徳心を培うとともに、健
やかな身体を養うこと。

●  学習の導入部に、生徒の興味・関心を引き出す活動や大きなイラストを設け、主体的な学び
を促すとともに、真理を求める態度を養えるようにしました。

➡本書 p.8-11 参照

全体
（特に p.6-7、130-131）

●  単元は問いによって構造化されており、単元を貫く課題（探究課題）、各見開きの「学習課題」
と「チェック＆トライ」の解決を通して、課題解決的な学習ができるように構成されています。

➡本書 p.6-7 参照
全体

●  本文は、丁寧で分かりやすく、事象の背景や因果関係を例示を交えて説明することで、社会
的な事象を捉えて幅広い知識と教養が身に付けられるようにしました。 全体

●  ｢現代社会の見方・考え方」を働かせた「深い学び」が実現できるよう、第 1 章や各単元
の学習の冒頭で「見方・考え方」を明示して捉えさせるとともに、学習の過程に適宜「見方・
考え方」を働かせるコーナーを設け、学習を深められるようにしました。

➡本書 p.12-13、23 参照

p.9、24-31、41、80、
133、142 など

第 2 号：
個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造
性を培い、自主及び自律
の精神を養うとともに、
職業及び生活との関連を
重視し、勤労を重んずる
態度を養うこと。

●  ｢スキル・アップ」コーナーを設け、写真・地図・グラフといった資料の読み取りや、調査
や分析の手法などの技能を生徒自らが身に付けることで、社会的事象を読み解く能力を伸ば
し、自主と自律の精神を養えるようにしました。

➡本書 p.23 参照

p.45、83、103、147、
153、163 など計 9 か所

●  第 3 章 3 節「みんなでチャレンジ　政治参加をしてみよう」では、地理・歴史で身に付けた
聞き取り調査などの技能を生かしてインタビュー調査をしたりインターネット調査をしたりす
る例を示し、主体的に社会に関わる意識や態度を養えるようにしました。

p.120-121 など

●  日本や世界の各地で活躍する人のインタビューを取り上げ、社会に参画する意識を高め、勤
労を重んじる態度を養えるようにしました。

p.50、69、106、118、
145、169、197 など

●  第 4 章 2 節「生産と労働」では、株式会社の仕組みを図解で分かりやすく示し、起業の重
要性や多様化する労働の在り方、ワーク・ライフ・バランスなどについても丁寧に説明する
ことで、勤労観を養えるようにしました。また、様々な職業を提示したり、キャリアデザイン
について考える活動コーナーを設けたりすることで、自身の将来の職業選択について主体的
に考えられるようにしました。

p.142-151

●  色覚特性がある生徒にとって見分けやすい色や、色以外の情報で見分けやすいデザインを全
面的に採用したほか、使用する全ての文字を誰もが読みやすいように改善された「ユニバー
サルデザインフォント」とし、不要な凹凸や飾りをなくした「フラットデザイン」を取り入れ
たことで、様々な特性を持つ生徒の価値を尊重するとともに、その能力を伸ばせるようにし
ました。

➡本書 p.26-27 参照

全体

第 3 号：
正義と責任、男女の平等、
自他の敬愛と協力を重ん
ずるとともに、公共の精
神に基づき、主体的に社
会の形成に参画し、その
発展に寄与する態度を養
うこと。

●  第 1 章 3 節「現代社会の見方や考え方」では、私たちが生きる社会集団では、様々な対立
を合意に導く努力で平和な生活が成り立つことを丁寧に説明し、対立を合意に導く際の「効
率」や「公正」の見方・考え方を具体的で身近な事例をもとに身に付け、活用できるように
することで、主体的により良い社会の形成に寄与する態度が養えるようにしました。

p.24-31

●  第 2 章「個人の尊重と日本国憲法」では、基本的人権や平等権を具体的な事例とともに取
り上げ、個人の尊重の大切さや男女平等の社会を目指すために必要なことなどを理解できる
ようにすることで、より良い社会の発展に寄与する態度を養えるようにしました。

p.48-53、76

●  ｢みんなでチャレンジ」コーナーを随所に設け、活動を通して他者の考えを尊重しながらグルー
プで対話したり、協力しながら活動する場面を示すことで、自他の敬愛と協力を重んじる態
度を育成できるようにしました。

➡本書 p.23 参照

p.9、55、72、108-109、
120 -121、130-131、147、
209 など多数

●  ｢インタビューコラム」を随所に設け、実際に社会に参画している人々の生き生きとした姿か
ら、自らの生き方やキャリア形成について考えられるようにし、生徒の勤労観を養えるよう
にしました。

p.69、145、169、197 など

●  終章「より良い社会を目指して」では、「持続可能な社会を実現するために、地域の課題解
決に貢献し、地域社会にどのように関わるか」という視点から、魅力のある地域づくりに注
目したり、まちの魅力を高めるために自分にできることを考える活動を充実させることで、主
体的に社会の形成に参画する資質や能力を養えるようにしました。

p.216-223

第 4 号：
生命を尊び、自然を大切
にし、環境の保全に寄与
する態度を養うこと。

●  全編を貫く 5 つのテーマの 1 つとして「環境・エネルギー」に関する題材を積極的に扱うと
ともに、国連が掲げる持続可能な開発目標（SDGs）を取り上げ、環境保全に寄与する態度
を高められるようにしました。

全体

●  第 4 章 1 節「消費生活と経済」では、自立した消費者として、資源やエネルギーを使って
いることへの自覚を促し、資源の節約や環境への配慮を心がけることへの理解を深めること
で、自然環境への意識を高められるようにしました。

p.136-137 など

●  第 4 章 5 節「これからの経済と社会」では、公害問題やその対策、循環型社会、脱炭素化
などについて丁寧に説明することで、環境の保全に寄与する態度を養えるようにしました。 p.172-175 など

●  第 5 章 2 節「さまざまな国際問題」では、地球環境問題や資源・エネルギー問題を豊富な統
計資料や再生可能エネルギーの写真とともに取り上げ、限られた資源への理解を深めるととも
に、環境保全への意識と自然を大切にする心を養えるようにしました。

p.198-203 など

検討の観点と内容の特色
観点 観点の内容 『新編 新しい社会 公民』の特色 該当箇所

指導計画作成上
の配慮

●  本文は見開き 2 ページで 1 単位時間を原則にしています。
●  目次、索引、巻末資料などを除いたページは 218 ページで、標準授業時数 100 単位時間のうち、

4 単位時間の予備時間を設け、柔軟な指導計画の作成が可能です。
●  授業時数は、公民学習の導入に 1 単位時間、第 1 章に 13 時間、第 2 章に 17 時間、第 3 章に 23 時間、

第 4 章に 24 時間、第 5 章に 14 時間、終章に 4 時間を配当し、また、それぞれに単元の導入の
活動とまとめの活動の時間を充当しており、適切な配当といえます。

➡本書 p.35「単元構成と配当授業時数」参照

全体

適正な内容・
分量

●  内容の程度、範囲は学習指導要領に示された内容を基に構成しており、文章も敬体 ( ですます体 ) を
用い、平易で具体的な表現で分かりやすく記述しました。

●  ふりがなは、教育漢字外の漢字に、見開き 2 ページごとに付すことを原則に、固有名詞などの必要な
箇所にも適宜付しています。また、本文だけでなく、資料ごとに付すことで、ほかの箇所で読み方を
確認する必要がないようにしました。

全体

基礎的・基本的
な知識・概念や
技能を習得する。

●  見開き 1 単位時間の紙面を、「興味・関心を引き出す『導入資料』→ 1 時間を貫く問いである『学
習課題』→丁寧で分かりやすい『本文』→ 1 時間の学習課題を解決する『チェック＆トライ』」の
流れで構造化し、学習内容を確実に定着できるようにしました。 ➡本書 p.12-13 参照

全体

●  本文中の難しい用語を解説する「もっと解説」を本文ページの随所に配置し、単元のまとめには用
語の確認をする「ワードチェック」を設け、確実な理解を促すようにしました。また、QR コンテン
ツでは、社会科で学習する重要用語が確認できる「社会科用語マスター」を用意しています。

p.12、27、46、58、
67、89、107、145、
157、160 など

●  公民学習の基礎的な知識・技能を系統的に習得させる「スキル・アップ」を設け、学習に必要な技
能を確実に定着できるようにしました。 ➡本書 p.23 参照

p.45、83、87、103、
135、163 など

「 現 代 社 会の見
方・考え方」を
働かせるなどし
て、思考力・判
断力・表現力を
育む。

●  第 1 章や各単元の学習の冒頭で「見方・考え方」を明示して捉えさせるとともに、学習の過程に適
宜「見方・考え方」を働かせるコーナーを設け、学習を深められるようにしました。

p.28-29、41、54、
75、124 など

●  1 単位時間の学習内容をまとめる「チェック＆トライ」を設け、着実に思考力・判断力・表現力を
高められるようにしました。 全体

●  各章の終結部には「座標軸」「ステップチャート」といった、多様な思考ツールを活用して学習内容
を考察する「まとめの活動」を設け、思考を整理し、学びを深められるようにしました。

➡本書 p.16-17 参照

p . 3 4 - 3 5 、7 2 - 7 3 、
124-125、178-179
など

●  小集団での参加型学習を行う「みんなでチャレンジ」コーナーを適宜設け、対話的な活動を効果的
に実践できるようにしました。 ➡本書 p.23 参照

p.9、53、81、124、
133、171、209 など

我が国の文化と伝
統の特色を広い視
野に立って考え、国
土、歴史に対する理
解と愛情を深める。

●  我が国の特色ある伝統や文化に関する教材や、伝統や文化の継承や保存に取り組む中学生の姿を
豊富に取り上げ、我が国の伝統や文化に対する理解と愛情を深め、伝統や文化の継承者としての資
質や能力を養えるようにしました。

p.18-23、36 など

内
容
の
程
度
・
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量
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観点別特色一覧

観点 観点の内容 『新編 新しい社会 公民』の特色 該当箇所

持続可能な開発目標
（SDGs）

●  教科書全体を「環境・エネルギー」「人権・平和」「伝統・文化」「防災・安全」「情報・技術」
の 5 つのテーマで貫き、現代的な諸課題を意識しながら学習を進められるようにしました。

全体
巻頭 1- 巻頭 2

●  持続可能な社会の形成について、第 1 章 1 節と終章で取り上げ、第 5 章や QR コンテンツの
参考法令集で「持続可能な開発目標 (SDGs)」を取り上げることで、現代的な諸課題を理解し、
課題を解決しようとする態度を養えるようにしました。

巻頭 1- 巻頭 2、p.8-9、
182-183、191、195、
206、216-223 など

環境・エネルギー ●  公害問題や地球環境問題、日本のエネルギー政策などについて多様な教材を掲載し、話し合
いなどの活動を通して、環境の保全に寄与する態度を養えるようにしました。

p.8、64、172-173、
180、198-203 など

人権・平和
●  第 2 章の導入の活動「ちがいのちがい」で身近な事例から人権について考えさせるとともに、

インクルージョンについて考える活動を設けたり、「もっと知りたい！」で共生社会を目指す具
体的な事例を掲載したりすることで、人権意識を高められるようにしました。

p.38-39、53、74-76
など

伝統・文化
●  第 1 章で伝統文化の継承や新たな文化の創造、多様な文化について扱うとともに、日本の無

形文化遺産などについて取り上げる「もっと知りたい！」を新設し、伝統・文化への理解を深
められるようにしました。

p.18-23、36 など

防災・安全 ●  東日本大震災からの復興や防災対策、防犯などの課題について、具体的な事例を通して、社会
参画や地方自治、自助・共助・公助、減災、人権などの多様な観点から考えられるようにしました。

p.8-9、67、126-127
など

情報・技術

●  第 1 章で情報化について扱うとともに、「もっと知りたい！」で AI や VR などの新しい情報技術に
よる社会の変化について取り上げ、具体的な事例から情報・技術について理解できるようにしました。 p.12-15

●  新聞記事を豊富に掲載し、新聞を使った活動を取り上げるなど、情報モラルやメディアリテラ
シーについて、具体的な活動を通して養えるようにしました。

p.67、86-87、98、
110 など

主権者教育・
消費者教育

●  成年年齢の満 18 歳以上への引き下げに対応して、18 歳でできることと 20 歳でできることを
整理して理解できるページを新設しました。 p.60-61

●  選挙権・国民投票権の満 18 歳以上への引き下げに対応して、実際の選挙の流れを豊富な資
料とともに概観するページや憲法改正や選挙に関する記述を掲載することで、選挙制度や選挙
の意義について具体的に理解できるようにしました。

p.44-45、58、78-79、
82-85、88-91、97、
124-125 など

●  成年年齢の満 18 歳以上への引き下げに対応して、身近な場面設定を用いて契約の注意点を学
習できるページを設け、広告の読み取りや悪質商法への対処などの具体的な活動や事例を通じ
て、「自立した消費者」として必要な資質や能力を身に付けられるようにしました。

p.132-139

家族 ●  現代日本の家族の特色と意義について第 1 章で取り上げ、家族の重要性を理解できるようにし
ました。 p.16-17、24-25

先生がたの働き方
改革への貢献

●  1 見開きあたり 1 単位時間を基本とし、時間配当や年間指導計画を把握しやすい構成にしています。 全体

●  単元における「導入の活動」と「まとめの活動」に一体感を持たせるとともに、配当時間を設け、
単元構想が立てやすくなるようにしました。 p.38-39、72-73 など

●  紙面上で、活動場面に「見方・考え方」を働かせる視点の例を分かりやすく提示しました。
➡本書 p.12-13、23 参照

p.9、13、54、105、
191 など

インクルーシブ教育
を目指して

●  特別支援教育の観点から、立体感や陰影のある表現を省いた「フラットデザイン」を採用し、
学習者が学習に必要な情報に集中できるようにしました。

●  資料の掲載部分を、文字などの読み取りに支障のない地色を敷いて区別することで、紙面の構
造を明確化し、特別支援教育の観点での学習のしやすさを向上させています。

●  教科書全体を通してユニバーサルデザインフォント（UD フォント）を使用し、文字の視認性を
高め、読み取りやすさを向上させています。

●  色覚特性がある生徒にも見分けやすい色を使用するとともに、グラフや地図などでは、凡例を
使用せずに図中に直接示すようにしたり、読み取りづらい破線や点線を極力減らしたりしまし
た。

●  小さな文字が読み取りにくい生徒に配慮し、読み取りやすいゴチック体のふりがなを採用し、
視認性を確保しながら黒色を抑えることで、紙面の雑然とした印象を軽減し、読み取りやすさ
を向上させています。

●  別途発行予定の学習者用デジタル教科書では、文字の大きさ変更（リフロー表示）、本文の読み
上げ（機械音声）、文字色・背景色・行間の変更や、ふりがな表示、分かち書き表示に対応し、
全ての子どもの学習を支えます。 ➡本書 p.26-27 参照

全体

令和の日本型学校
教育の推進

●  紙面に付した QR コードを機器で読み取ることで、内容の理解につながる動画やシミュレーショ
ンなど、豊富なデジタルコンテンツを利用することができるため、学校でも家庭でも学習者個
人に合わせて学習を調整することができます。

●  学習者用デジタル教科書では、画面に表示される紙面上の QR コードをクリックするだけの操
作で、簡単に QR コンテンツにアクセスすることができます。

全体

表記・表現 ●  視覚的効果が高い幅広の判型（AB 判 )を用い、資料を豊富に掲載するとともに、写真や文字
の鮮明さに留意し、見やすく印象的な紙面構成になっています。 全体

製本・印刷 ● 印刷用のインキは、環境に配慮した植物油インキを使用しています。
● 強力な接着剤を用いた製本は堅牢で、長期間の使用にも十分耐えられます。 全体

用紙・紙質

●  様々な教科の教科書を持ち歩く生徒の負担に配慮して、過度な重量にならないように、ページ
数を抑え、軽くて裏写りせず、強度の高い紙を使用しました。

●  用紙には、強度と発色性とを兼ね備えた質の高い再生紙を使用して環境に配慮するとともに、
文字や図表、写真などの資料が読みやすく、色映えするように工夫しています。

全体

今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応
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観点 観点の内容 『新編 新しい社会 公民』の特色 該当箇所

我が国の領域を正し
く理解できる。

●  地理や歴史での学習内容をふまえて、我が国の領域について「主権」や「外交」の視点から
正しく理解し、我が国がかかえる領土をめぐる問題の現状を捉え、解決に向けての意識が高め
られるようにしました。

p.184-187

国旗や国歌を尊重す
る態度を育てる。

●  第 5 章 1 節の「国際社会における国家」で「国旗と国歌」について記述し、国旗・国家を尊
重することの重要性が理解できるようにしました。 p.185

公共の精神に基づ
き、主体的に社会の
形成に参画する態度
を養う。

●  第 1 章 1 節に「持続可能な社会に向けて」を設けたり、中学生が社会参画している事例を取
り上げたりすることで、持続可能な社会の形成に必要な一人一人の社会参画について、具体
的な事例を通して理解できるようにしました。

p.8-9、118、120-121、
175 など

●  ｢インタビューコラム」を随所に設け、実際に社会に参画している人々の姿から、自らの生き方
やキャリア形成について考えられるようにしました。

p.50、69、76、106、
118、145、169、197

●  公民学習の最後には、持続可能な社会について構想し、自分にできることをアクションプラン
にまとめるページを設け、社会参画に向けた主体的な態度を養えるようにしました。 p.216-223

教材の配列は学習
しやすいか。

●  各章の学習を、「学習に興味・関心を持たせる『導入部』→学習を進める『展開部』→学習を
まとめる『終結部』」の形で構造化し、学習の流れを捉えやすくしました。

➡本書 p.6-7 参照

( 経済単元の例 )
導入部 :p.129-131
→展開部 :p.132-175
→終結部 :p.176-179

●  第 2・3・4 章は「人権・憲法→政治→経済」の流れにすることで、公民学習の基盤である「人権・
憲法」を先に学習し、「経済」については政治や政策との関連から学習を深められるようにしました。
また、第 3 章は「国の政治→地方自治」の流れにし、「国の政治」を通じた民主政治の基礎に
ついての学習を基に、地方自治の学習を展開することで、地方自治の意義を理解しやすくしました。

全体

導入やまとめ、問題
提 起の教 材、 学習
の整理のための配
慮は十分か。

●  各章の学習は、❶単元全体を貫く「探究課題」を立てる「導入の活動」→❷ 1 単位時間ごとの「学
習課題」を解決しながら進める「問いの追究」→❸「探究課題」を解決する「まとめの活動」
の形で問いを軸にして単元を構造化し、課題解決的な学習を進めやすくしました。また、節ご
とに設けた「探究のステップ」に取り組むことで、「探究課題」をスムーズに解決できるように
しました。

( 政治単元の例 )
❶ 導入の活動 :p.77-79
→❷ 問いの追究 : 

p.80-121
→❸ まとめの活動 : 

p.122-125

●  各章の「導入の活動」と「まとめの活動」には共通の題材を使うことで学習に流れをもたせていま
す。また、各単元の最後には基礎・基本のまとめができる「確かめよう」を設け、模式図などを使っ
て学習内容を整理することで、基礎・基本の定着を図れるようにしました。

➡本書 p.14 参照

p.32、70、122、176、
210

●  各見開きの最初に、生徒の興味・関心を引き出す「導入資料」を掲載し、えんぴつマークの
活動コーナーを設けることで、学習にスムーズに入れるようにしました。 全体

写 真・ 図 表その他
の資料が適切に用
意され、 学習効 果
を高めているか。

●  本文を補完する学習効果の高い資料を大きく掲載し、資料に付した「図番号」を本文にも付すこと
で、効果的に学習できるようにしました。 全体

●  漫画やイラストなどを豊富に掲載し、生徒が興味・関心を持って学習を進められるようにしました。 p.6-7、16、26-31、
130-131 など

小学校や高等学校
との 接 続・ 系 統 性
があるか。

●  各単元の導入部に、小学校社会科で学習した内容を用語や写真でふり返るページを設けるととも
に、QR コンテンツから既習事項をふり返るなど、単元の学習をイメージしやすいコンテンツを用意
し、小学校での 4 年間の社会科学習に中学校での 3 年間の学習を重ねた「7 年間の社会科学習」
を系統的に展開できるようにしました。

p.37、77、129、181

●  巻末に、高等学校の必修科目「公共」について紹介するページを設け、中・高の橋渡しに配慮しました。 巻末 2

他分野との関連に
配慮しているか。

●  3 年間の社会科学習を貫く 5 つのテーマ（「環境・エネルギー」「人権・平和」「伝統・文化」「防
災・安全」「情報・技術」）について、特設ページ「もっと知りたい！」を 3 分野共通で掲載し
たり、3 分野共通の題材や、分野をまたがる共通の資料を扱い、分野関連を示すリンクマーク
を付したりすることで、多面的・多角的な学習ができます。

➡本書 p.24-25 参照

p.14-15、36、74-75、
126-127 など

他教科との関連に
配慮しているか。

●  理科、道徳、家庭科など他教科でも扱う学習内容には、教科関連を示すリンクマークを付し、
QR コードを読み取って該当教科の教科書を参照することで、教科を横断して多面的に学習を
深められるようにしました。

➡本書 p.25 参照

p.12、126、138、172 など

学習効 果を高める
QR コンテンツが用
意されているか。

●  導入→展開→まとめという単元の学習の流れの中で活用できるよう、日 の々授業や家庭学習で使え
るコンテンツを用意しました。

➡本書 p.18-19 参照
全体

●  導入のページでは、動画クリップなど、単元の学習をイメージしやすいコンテンツを用意しました。 p . 6 、37 、7 7 、12 9 、
181、216 など

●  展開のページでは、学習内容の理解を深める動画や、活動のためのワークシート、生徒のつまずき
を補うシミュレーションなどのコンテンツを用意しています。また、コンテンツを活用しながら学習を
進められるよう、QR コードを学習課題の隣に置きました。

p.8、10、12、16、18、
20、22、24、26、28
など

●  まとめのページでは、思考の整理に役立つ思考ツールや学習した内容を確認するクイズなどを用意
しました。

p.32-35、70-73、
122-125 など

構
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※予備時間は、生徒の自主的な学習活動の時間や評価などに充てる時間です。

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 教科書ページ 配当時数

巻頭

持続可能な社会の実現に向けて A-(1) 巻頭 1- 巻頭 2 1
公民学習の初めに 巻頭 3-1
もくじ 2-3
この教科書の使い方と学び方 4-5

第 1 章 現代社会と私たち A-(1)(2) 6-36 13
導入 A-(1) 6-7 1
1 節 現代社会の特色と私たち A-(1) 8-17 4
2 節 私たちの生活と文化 A-(1) 18-23 3
3 節 現代社会の見方や考え方 A-(2) 24-32 4

まとめ A-(2) 33-35 1

第 2 章 個人の尊重と日本国憲法 C-(1) 37-76 17
導入 C-(1) 37-39 1
1 節 人権と日本国憲法 C-(1) 40-49 5
2 節 人権と共生社会 C-(1) 50-63 7
3 節 これからの人権保障 C-(1) 64-69 3

まとめ C-(1) 70-73 1

第 3 章 現代の民主政治と社会 C-(2) 77-128 23
導入 C-(2) 77-79 1
1 節 現代の民主政治 C-(2) 80-91 6
2 節 国の政治の仕組み C-(2) 92-111 10
3 節 地方自治と私たち C-(2) 112-121 5

まとめ C-(2) 122-125 1

第 4 章 私たちの暮らしと経済 B-(1)(2) 129-180 24
導入 B-(1)(2) 129-131 1
1 節 消費生活と経済 B-(1)(2) 132-141 5
2 節 生産と労働 B-(1)(2) 142-151 5
3 節 市場経済の仕組みと金融 B-(1) 152-163 6
4 節 財政と国民の福祉 B-(2) 164-171 4
5 節 これからの経済と社会 B-(2) 172-175 2

まとめ B-(1)(2) 176-179 1

第 5 章 地球社会と私たち D-(1) 181-215 14
導入 D-(1) 181-183 1
1 節 国際社会の仕組み D-(1) 184-193 5
2 節 さまざまな国際問題 D-(1) 194-205 5
3 節 これからの地球社会と日本 D-(1) 206-209 2

まとめ D-(1) 210-213 1

終章 より良い社会を目指して D-(2) 216-223 4

予備時間 4

合計 100

■ 単元構成と配当授業時数

１　人権・平和：基本的人権や国際平和、共生社会にかかわる教材
章 節 ページ 項目
- - 巻頭 1- 巻頭 2 持続可能な社会の実現に向けて
1 1 p.8-9 持続可能な社会に向けて

2

-
p.37 第 2 章  個人の尊重と日本国憲法
p.38-39 ちがいのちがい

1
p.40-41 人権の歴史と憲法
p.46-47 平和主義の意義と日本の役割
p.48-49 基本的人権と個人の尊重

2
p.50-53 平等権
p.54-55 自由権
p.56-57 社会権

章 節 ページ 項目

2

2 p.58-59 人権を確実に保障するための権利

3
p.64-67 新しい人権
p.68-69 グローバル社会と人権

-
p.72-73 ちがいのちがいを追究しよう
p.74-75 先住民族としてのアイヌ民族
p.76 だれもが暮らしやすい共生社会に

4 2 p.150-151 労働環境の変化と課題

5 -
p.214 パレスチナ問題と中東和平
p.215 「沖縄復帰 50 周年」と、日本と世界の平和

２　伝統・文化：我が国や他国の伝統・文化、国土や歴史への理解にかかわる教材
章 節 ページ 項目
- - 巻頭 1- 巻頭 2 持続可能な社会の実現に向けて

1

1
p.8-9 持続可能な社会に向けて
p.10-11 グローバル化（多文化共生）

2
p.18-19 私たちの生活と文化の役割
p.20-21 伝統文化の継承と新たな文化の創造
p.22-23 多様な文化の意義

章 節 ページ 項目
1 - p.36 伝統文化がつなぐ、過去と現在、人と人、そして世界中の人 と々の絆

2
2

p.46 広島市の平和記念式典
p.51 北海道白老町の民族共生象徴空間（ウポポイ）

- p.74-75 先住民族としてのアイヌ民族

５ 1
p.184-185 国際社会における国家
p.186-187 領土をめぐる問題の現状

３　環境・エネルギー：地球環境問題や資源エネルギー問題など、持続可能な社会にかかわる教材
章 節 ページ 項目
- - 巻頭 1- 巻頭 2 持続可能な社会の実現に向けて
1 1 p.8-9 持続可能な社会に向けて
2 3 p.64 環境権

4
1 p.137 自立した消費者（環境への配慮）
5 p.172-173 公害の防止から循環型社会の形成へ

章 節 ページ 項目

4
5 p.174-175 経済の持続可能性と真の豊かさ
- p.180 公害のない社会へー水俣市を例に考える

5 2
p.198-199 地球環境問題
p.200-201 気候変動と資源・エネルギー問題
p.202-203 これからの日本のエネルギーを考える

４　防災・安全：自然災害や復旧・復興などの防災・安全にかかわる教材
章 節 ページ 項目
- - 巻頭 1- 巻頭 2 持続可能な社会の実現に向けて

1 1
p.8-9 持続可能な社会に向けて
p.12-13 情報化（防災に役立つ情報の活用）

章 節 ページ 項目

3
3 p.115 自転車の安全な利用を目指してー福岡市の自転車安全利用条例ー
- p.126-127 東日本大震災からの復興と防災ー仙台市を例に考える

5 2 p.202 福島県の復興

５　情報・技術：情報化や技術の進歩が人間社会に与える影響にかかわる教材
章 節 ページ 項目
- - 巻頭 1- 巻頭 2 持続可能な社会の実現に向けて

1
1

p.8-9 持続可能な社会に向けて
p.12-13 情報化
p.14-15 新しい情報技術で社会が変わる

2 p.19 科学の役割と科学者の願い

章 節 ページ 項目
2 3 p.64-67 新しい人権
3 1 p.86-87 マスメディアと世論

4
2 p.143 技術革新と知的資源
3 p.159 世界で進むキャッシュレス化

6　社会参画にかかわる教材
章 節 ページ 項目
1 1 p.8-9 持続可能な社会に向けて

2
1 p.44-45 国民主権と私たちの責任

2
p.58 参政権
p.60-61 18 歳でできること、20 歳でできること

3

- p.78-79 だれを市長に選ぶ？

1

p.82-83 選挙の意義と仕組み
p.86-87 マスメディアと世論
p.89 私たちの政治参加
p.90-91 選挙の流れ

章 節 ページ 項目

3

2 p.97 憲法審査会と憲法の改正

3
p.114 地方議会の活性化
p.118-119 住民参加の拡大と私たち
p.120-121 政治参加をしてみよう

- p.124-125 S 市の議員になって条例を作ろう

5 -
p.182-183 SDGs から地球規模の課題についてとらえよう
p.212-213 はちみつの争い

終 - p.218-221 持続可能な社会を実現するために

現代的な諸課題と教材の対照表

チリス先生 レキシカ先生 コウミンク先生 シャカイカ先生

ミツバチーズ

■ 東京書籍「新編 新しい社会」の仲間たち

新
し
い
社
会

地
理

中学校社会科用　文部科学省検定済教科書
2　東書  地理002-72

新
編

この教科書は、これからの日本を担
にな
う皆

みな
さんへの期待をこめ、

税金によって無
む
償
しょう
で支給されています。大切に使いましょう。

新しい社会新編

地理
●  この教科書は、教育基本法に掲げられた「平

和で民主的な国家及び社会の形成者として
必要な資質を備えた心身ともに健康な国民
の育成」という教育の目的を達成するため
に、学習指導要領で定められた社会科の目
標や内容に基づいて作成しました。

●  ｢主体的・対話的で深い学び」を通して、
今と向き合い、持続可能な社会の実現に向
けて、変化する社会を生き抜く力を育むこ
とを願い、本教科書を編集しました。小学
校社会科での４年間の学びを受け継ぎ、中
学校社会科の地理・歴史・公民を関連付け
て学ぶとともに、成年となる 18 歳に向け
ての自覚を深めることができるよう配慮し
ました。ご家庭でもぜひご活用ください。

保護者の皆様へ

この教科書は、以下のような工夫や配
はい
慮
りょ
を行っています。

◦�見やすく読みまちがえにくい�
ユニバーサルデザインフォントを�
採用しています。

◦全ての生徒の色覚特性に適応するようにデザインしています。
◦生徒の負担に配慮し、軽量な紙を使用しています。
◦再生紙・植物油インキを使用しています。

◦�印刷業界団体が定めた環
かん
境
きょう
配慮基準を満たす「グリーンプリ

ンティング認定工場」で印刷しています。
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	東京書籍_中学社会パンフレット_公民_p008-017_0304_notrim
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